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添付資料７．3）水質試験結果 
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添付資料７．4）- 1 物理探査結果 
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写真2-3-2 ボアホールB（Neno県Butawo村にて） 
 
②ボアホールB（GP28、Neno県Butawo村） 
本ボアホールは、MwanzaからNenoに至る幹線道路T397号線の東側に位置し、地形

的には北から張り出した緩い尾根の鞍部にあたる。村民からの情報では、ボアホール

の深度は約24m、一年中水の無いドライ井戸である。 
 
 
 

 

 
図2-3-4 比抵抗断面（GP28） 
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写真2-3-3 ボアホールC（Neno県Matemba村にて） 

 
③ボアホールC（GP32、Neno県Matemba村） 
本ボアホールは、MwanzaからNenoに至る幹線道路T397号線から西側へ40mの位置

に設置されており、周辺一帯は南南東方向へ向かって低くなる緩やかに傾斜地であ

る。村民からの情報では、ボアホールの深度は浅く、乾季には枯れるとそうである。 
 

 
 

図2-3-5 比抵抗断面（GP32） 
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写真2-3-4 ボアホールD（Neno県Kalnde村にて） 
 
④ボアホールD（GP48、Neno県、Kalnde村） 
本ボアホールは、MwanzaからNenoへ向かう途中、幹線道路T397号線から西方へ

1.6km入ったKalinde村に位置する。西に向かって低くなる緩やかな傾斜地の小さな沢

の脇に設置されており、井戸仕様の詳細は不明である。 
 
 
 
 

 
 

図2-3-6 比抵抗断面（GP48） 
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写真2-3-5 ボアホールE（Neno県Samson村にて） 

 
⑤ボアホールE（GP56、Neno県Samson村） 

本ボアホールは、Neno県の中心部から北部へ至る幹線道路T396号線の脇に設置さ

れ、口元標高は1,225mである。道路の両側の北側およびは南側は深い沢となっており、

さらにボアホールの背後には小高い山があり、当地は急傾斜地の斜面に位置する。ボ

アホールを通過するリニアメントは確認されていないが、北東－南西系および北西－

南東系のリニアメントが周辺にみられる。 
 
 
 

 
 

図2-3-7 比抵抗断面（GP56） 
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写真2-3-6 ボアホールF（eno県Liyenda村にて） 
 
⑥ボアホールF（GP61、Neno県Liyenda村） 
本ボアホールは、MwanzaからBrantiya方面に至る幹線道路M1号線の30m横に設置さ

れている。井戸周辺は平坦な低地であり、東側2kmにはShire川が流れ、道路と平行に

延びるリニアメントが確認されている。 
 
 

 

 
図2-3-8 比抵抗断面（GP61） 
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写真2-3-7 ボアホールG（Mwanza県Rabisoni村にて） 
 
⑦ボアホールG（GP78、Mwanza県Rabisoni村） 
本ボアホールは、Mwanza中心部から北方8km程度、Mwanza川の左岸にあたる緩傾

斜地に設置されている。Mwanza川までの距離は500mほどであり、周辺では主に東西

系のリニアメントが多数確認されている。 
 
 

 
 

図2-3-9 比抵抗断面（GP78） 
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